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平
成
６
年
４
月
９
日
、
中
野
市
と
竹
田
市

の
市
制
施
行
40
周
年
を
記
念
し
て
、
Ｎ
Ｔ
Ｔ

の
協
力
に
よ
り
、
デ
ジ
タ
ル
回
線
を
利
用
し

た
「
テ
レ
ビ
会
議
シ
ス
テ
ム
」
で
両
市
を
結

び
、
姉
妹
都
市
交
流
を
行
い
ま
し
た
。

　
お
よ
そ
１
０
０
０
㌔
離
れ
た
両
市
の
会
場

の
様
子
が
、
カ
メ
ラ
を
通
し
て
相
手
の
テ
レ

ビ
画
面
に
映
し
出
さ
れ
、
音
楽
を
は
じ
め
文

化
・
産
業
・
地
域
づ
く
り
・
行
政
な
ど
の
各

分
野
で
、
お
互
い
の
距
離
を
感
じ
さ
せ
な
い

市
民
交
流
と
情
報
交
換
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
同
年
の
11
月
13
日
に
は
、
え
び
す

講
と
あ
わ
せ
て
「
姉
妹
都
市
ま
つ
り
」
が
行

わ
れ
、
各
市
の
郷
土
芸
能
や
観
光
案
内
を
通

じ
た
市
民
的
交
流
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
市
民

会
館
ホ
ー
ル
に
お
い
て
、
本
来
な
ら
ば
そ
の

土
地
で
な
け
れ
ば
見
ら
れ
な
い
各
市
の
郷
土

芸
能
が
披
露
さ
れ
た
ほ
か
、
駐
車
場
で
は
、

各
市
の
特
産
物
の
即
売
が
行
わ
れ
、
訪
れ
た

皆
さ
ん
は
そ
れ
ぞ
れ
の
特
色
を
肌
で
感
じ
て

い
ま
し
た
。

音
楽
姉
妹
都
市
交
流
50
年
の
歩
み

学校新聞特派員で竹田市を
訪れた（H28.8.5-7）大

お お か わ

川陸
り く

さん（高社中３年）

信州なかの音楽祭（H28.10.29・
30）にご参加いただいた「Sendai 
C

コ ラ ー ル

horale」※の皆さん

信州中野アンサンブルフェス
（H27.10.11）にご参加いただい
た「竹田混声合唱団」の皆さん

　一番印象に残っている場所
は岡城跡です。景色がよく、
本当にきれいでした。「荒城
の月」のモチーフになった場
所だと聞き、瀧廉太郎の思い
が少し伝わった気がしまし
た。竹田市の皆さんがフレン
ドリーに話しかけてくれて、
　　　　　とても楽しく過ご
　　　　　　せました。今後
　　　　　　は、両市を相互
　　　　　　　に特派員が訪
　　　　　　　ね、いつまで
　　　　　　　　も交流が続
　　　　　　　　いてほしい
　　　　　　　　と思います。

　
昭
和
42
年
に
音
楽
姉
妹
都
市
を
提
携
し
て
以
降
、
３
市
は
さ
ま
ざ
ま
な
形
で
交
流
を
続
け
て
き

ま
し
た
。
互
い
の
音
楽
イ
ベ
ン
ト
や
コ
ン
ク
ー
ル
、
周
年
記
念
事
業
に
参
加
し
た
り
、
学
校
新
聞

特
派
員
を
派
遣
し
た
り
、
ま
た
、
災
害
が
起
き
た
際
に
は
互
い
に
支
援
の
手
を
差
し
伸
べ
る
な
ど
、

本
当
の
姉
妹
の
よ
う
な
関
係
を
築
い
て
き
ま
し
た
。
こ
こ
で
は
、
大
々
的
に
交
流
が
行
わ
れ
た
平

成
６
年
の
記
念
事
業
の
様
子
と
、
近
年
交
流
活
動
に
参
加
し
た
皆
さ
ん
の
声
を
紹
介
し
ま
す
。

市
制
施
行
40
周
年

記
念
事
業（
旧
中
野
市
）
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～近年、交流活動に参加した皆さんの声～

　手を伸ばせば届きそうなりん
ご並木が今でも目に浮かびま
す。歌う前に立ち寄った中山晋
平記念館は、中野市の音楽への
力の入れようを感じる素晴らし
い記念館でした。アンサンブル
フェスでは、音楽を通して皆さ
んと仲良くなれて、あらためて
音楽の力を感じました。
　中野市の皆さん、ぜひ竹田市
へもお越しください。

　中野市の皆さんにあたたかく
迎えてもらい、心地よく過ごす
ことができました。交流会でい
ただいたシャインマスカットは
本当においしかったです。中山
晋平さんのふるさとで「シャボ
ン玉」を歌うことができ、感慨
深いものがありました。
　音楽祭で初めて聞いた「空み
あげて」がとても気に
入り、仙台に帰って
きてからみん
なで練習し、
発表会で披
露しました。

【市制施行 40 周年記念事業（旧中野市）】
①高丘小学校合唱団が晋平メロディを披露　②竹
田市少年少女合唱団が瀧廉太郎メロディを竹田市
から披露　③竹田市の「吉田神楽」　④仙台市の

「川前の剣舞」　⑤竹田市特産物の即売会　⑥仙台
市の観光展を紹介するミス仙台

INTERVIEW

※仙台市 尚
し ょ う け い

絅学院大学アカペラサークル
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第 53 回中山晋平記念音楽賞優秀賞入選曲発表会

第 53 回中山晋平記念音楽賞優秀賞に選ばれた８曲を市公式ホームページ（左記 QR
コード）で動画で見ることができます。
※通信料は自己負担となりますので、ご注意ください。
※動画の著作権は中野市にあります。また、２次使用を禁じます。

動
画
で

イ
ベ
ン
ト
紹
介

音
楽
姉
妹
都
市
提
携

50
周
年
記
念
特
別
展

　
中
山
晋
平
記
念
館
で
は
、
音
楽
姉
妹

都
市
提
携
50
周
年
を
記
念
し
て
、
特
別

展
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

　
仙
台
市
と
土
井

晩
翠
、
竹
田
市
と

瀧
廉
太
郎
に
つ
い

て
、
ま
た
、
３
市

の
交
流
の
様
子
を

展
示
し
て
い
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
特
別

展
期
間
中
は
、
土
井
晩
翠
と
瀧
廉
太
郎

に
ち
な
ん
だ
曲
の
伴
奏
を
職
員
が
行
い

ま
す
。
音
楽
姉
妹
都
市
の
縁
を
感
じ
な

が
ら
「
荒
城
の
月
」「
花
」「
お
正
月
」

を
一
緒
に
歌
い
ま
せ
ん
か
。
ご
希
望
の

方
は
、
記
念
館
に
来
館
さ
れ
た
際
に
職

員
に
お
声
掛
け
く
だ
さ
い
。

住所／中野市大字新野 76
ＴＥＬ／ 0269-22-7050
開館時間／午前9時～午後5時※１

休館日／月曜日（12 月～3月）、12/29-1/3
入館料／一般 300 円、高校生 150 円※２

▲特別展の様子

中山晋平記念館

※１　12 月～２月は午前9時半～午後４時
※２　団体割引有、中学生以下無料

●５

【第 53 回中山晋平記念音楽賞優秀賞入選曲発表会】
①優秀賞を受賞した皆さん　②・③市内の合唱団や小学
生が優秀賞入選曲を発表　④ソプラノヴォーカリストの
西みほさん（竹田市出身）　⑤仙台フィルハーモニー管
弦楽団のメンバーによる木管五重奏

●２ ●３ ●４
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１
月
28
日
、市
民
会
館
ホ
ー
ル
に
て「
第

53
回
中
山
晋
平
記
念
音
楽
賞
優
秀
賞
入
選

曲
発
表
会
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
当
日
は
、
県
内
外
か
ら
応
募
が
あ
っ
た

２
６
１
曲
の
中
か
ら
選
ば
れ
た
入
選
曲
の

表
彰
を
は
じ
め
、
市
内
の
合
唱
団
や
小
学

生
が
優
秀
賞
８
曲
を
合
唱
し
た
ほ
か
、
竹

田
市
か
ら
ソ
プ
ラ
ノ
ヴ
ォ
ー
カ
リ
ス
ト
の

西に
し

み
ほ
さ
ん
、
仙
台
市
か
ら
仙
台
フ
ィ
ル

ハ
ー
モ
ニ
ー
管
弦
楽
団
の
メ
ン
バ
ー
を
招

い
て
記
念
公
演
を
行
い
ま
し
た
。

　
西
さ
ん
は
、
中
山
晋
平
や
瀧
廉
太
郎
の

メ
ロ
デ
ィ
ー
の
ほ
か
、「
犬
の
お
ま
わ
り

さ
ん
」
の
作
詞
で
有
名
な
竹
田
市
出
身
の

童
謡
童
話
作
家
・
佐さ

と

う藤
義よ

し

み美
と
晋
平
が

タ
ッ
グ
を
組
ん
だ
「
ち
ょ
う
ち
ょ
の
町
」

な
ど
を
透
き
通
る
美
し
い
声
で
歌
い
上
げ

ま
し
た
。

　
仙
台
フ
ィ
ル
ハ
ー
モ
ニ
ー
管
弦
楽
団

の
メ
ン
バ
ー
に
よ
る
木
管
五
重
奏
は
、

モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
の
「
魔
笛
」
や
晋
平
メ
ロ

デ
ィ
ー
、
ま
た
、
中
野
市
の
「
中
野
小
唄
」

と
仙
台
市
の
「
青
葉
城
恋
歌
」
を
ミ
ッ
ク

ス
し
て
演
奏
す
る
な
ど
、
会
場
に
豊
か
な

音
色
を
響
か
せ
ま
し
た
。

　
音
楽
姉
妹
都
市
提
携
50
周
年
に
ふ
さ
わ

し
い
、
３
市
の
絆
を
よ
り
強
め
て
く
れ
る

よ
う
な
記
念
公
演
で
し
た
。


